
 

１.はじめに 
 (その1)に引き続き(そ
である土地利用と、潜在

的指標である夜間人口よ

ことを目的とする。戦後

備のために指定された臨

非連続性をうみだし都市

た。 
 近年では、臨海部で投

的有効利用、定住人口の

希求され進められている

により、港湾行政・都市

され、一元的な視点で都

い、都市と港湾の融合が

 本研究では、臨港地区

た港湾地区が沿岸域と都

となりえるという認識点 
２.既往研究と研究の展開
 大都市沿岸域を中・広

用を主体とした研究には
5)6)7)8)、中澤・宮崎9) ら等
期待される。しかしなが

基礎的指標である人口と

究は少ない。本稿では、

距離、要素基点距離、夜

多元的評価により臨海を 
３.研究対象領域と使用デ
 対象領域は大阪湾沿岸

事例として取り上げた

1-2Kmの中間領域を境と
利用配置パターンに相違

稿では、臨海部と内陸部
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港地区は、都市と沿岸域の

居住者の親水性は損なわれ

機的開発に依存しない都市

定着を図る臨海部の整備が

。また、国土交通省の発足

行政のコンフリクトが解消

市計画がなされる体制が整

期待されている状況である。 
と臨港地区周辺域を内包し

市との融合を図るうえで基

のもと分析を進める。 

方法 
域的に対象として、土地利

桜井1)2)、岡田3)、岡4) 、宮崎
の研究があり今後の展開が

ら、活性化ポテンシャルの

総合的に分析・評価した研

土地利用、土地利用要素間

間人口による定住環境特性

部における解明する。 

ータ 
域とする。大阪湾沿岸域を

中澤・宮崎9)は海岸線から

して臨海部と内陸部の土地

があると言及している。本

の土地利用特性を包含し、

沿岸域と都市の際を評価できるよう海岸線との奥行

方向には漁港及び海域から6km以上、海岸線の間口方
向には阪神工業地帯を含む兵庫県明石市付近から大

阪府泉南市付近までとし、地形等の外的要因から4エ
リアに分割した(Fig.1)。 
 土地利用データは、上記地域に該当する細密数値

情報(10mメッシュ土地利用1986・1996年)近畿版を用
い、メッシュデータを作成し、17分類中、一般低層
住宅地、密集低層住宅地、中高層住宅地 、工業用地、
商業・業務用地、道路用地、公園・緑地、公共公益

施設用地を用いた(以下、土地利用要素)。夜間人口メ
ッシュデータは、1985年、1995年の国勢調査町丁字
人口データより作成した。 別 
４.臨港地区概説 
 臨港地区は“港湾を管理、運営する地域である(港湾
法第2条)”と定義されている。港湾施設(同上)の能力を
発揮することを目的に港湾管理者が港湾計画を定め

(港湾法第3条の3)、内部の土地利用を規制するために
分区を指定する。 
 分区は、商工区・特殊物資港区・工業港区・漁港

区・バンカー港区・保安港区・マリーナ港区・修景

厚生港区の8分類に類型化され、分区指定がされてい
い分区を無分区とよぶ。 な 
５.土地利用要素基点距離と人口の関係 
 本章では、土地利用要素基点距離と人口の関係より、

各土地利用要素における人口集客現況ならびに都市

人口の分布状況を対極的に把握することを目的とし

ている。 
 Fig.2-1－Fig.2-4は、1986年、1996年の各エリアにお
ける各要素基点距離と人口の関係を示したものであ

る。 
 エリア全域より、各要素と近接しているほど人口

が高く、特に住宅地周辺域の人口集客力が強い。住

宅地(一般低層・密集低層・中高層)以外の要素に着目
すると、神戸エリア・阪南エリア・関空エリアにお

いて、商業要素、公共公益施設要素、道路要素、公

園・緑地要素は要素基点距離500m以内に、工業要素
は要素基点距離800m付近で人口集客力が強いことが
かる。 

 
 

.1 Target area 

わ 
６.臨港地区基点距離と土地利用要素と人口の関係 
 前章では、土地利用要素基点距離と人口の関係よ

り、住宅要素の集客力を把握した。戦後の臨港地区

指定による周辺域の影響に着目すると、土地利用の

剥離・画一化、都市居住者の水辺からの隔絶等があ

げられる。本章では、臨港地区周辺域に限定して、

住宅地(一般低層住宅地・密集低層住宅地・中高層住
宅地)と人口の関係より、住宅要素別人口集客状況を
把握する。 
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 Fig.3-1－Fig.3-4は、各エ
港地区基点距離と土地利用

たものである。 
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Fig.2-4 Distance from
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 全エリアでみてみると、各住宅要素とも臨港地区

近傍で人口が高く、特に中高層住宅地はその傾向が

顕著である。住宅要素別の特徴を以下にのべる。 
・一般低層住宅地 

 神戸エリア・大阪エリア・阪南エリアは、臨港地

区基点距離による人口変動は小さく、人口はそれぞ

れ 150(people/mesh) 、 200(people/mesh) 、

100(people/mesh)近傍で推移する。 
・密集低層住宅地 

 臨港地区基点距離による人口をみると、神戸エリ

ア・大阪エリア・阪南エリアは臨港地区付近で人口

が高く、臨港地区基点距離が長くなるにつれ人口は

低くなる。 

・中高層住宅地 

 臨港地区基点距離による人口をみると、臨港地区

基点距離0-500mで人口が高く、臨港地区基点距離が
くなるにつれ人口が低くなる。 長 

 以上のことより、住宅地は臨港地区近傍では人口

集客力が強まり、臨港地区基点距離が長くなるほど

口集客力が弱まる。 人 
７.臨港地区基点距離と住宅要素間距離の関係 
 前章では、臨港地区近傍の住宅要素ほど集客力が強

いことを把握した。本章では、住宅(一般低層・密集
低層・中高層)要素間距離と臨港地区基点距離との関
係より、臨港地区周辺域における定住形態を明らか

にする。 
 Fig.4-1－Fig.4-4は、1986年、1996年の各エリアにお
ける各住宅要素間距離と臨港地区基点距離の関係を

示したものである。 
 エリア全域でみると、臨港地区基点距離

1000-3000mで住宅要素間距離は低く、0-1000m、
3000-6000mで高い。 
・一般低層住宅地 

 一般低層住宅地と他住宅要素との距離は神戸エリ

ア・大阪エリアの臨港地区近傍で高く、阪南エリア・

関空エリアは要素間距離100m付近で推移する。 
・密集低層住宅地 

 密集住宅地と他住宅要素との距離は各エリアとも

総じて高く、特に臨港地区基点距離3000m以降におい
て顕著である。 

・中高層住宅地 

 中高層住宅地と他住宅要素との距離は、各エリア

とも、臨港地区基点距離による変動は小さく、要素

距離300m付近で推移する。 間
 
 以上のことより、臨港地区基点距離によらず、密

集低層住宅要素と他住宅要素は近接性が低く、一般

層住宅地と他住宅要素は近接性が高い。 低

利用要素のメッシュ数と、
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般低層住宅地_86 密集低層住宅地_86

業・業務用地_86 道路用地_86

共公益施設用地_86 工業用地_96

集低層住宅地_96 中高層住宅地_96

路用地_96 公園・緑地_96

 
８.住宅要素基点距離と各要素間距離との関係 
 宮崎7)は沿岸域、特に臨海部における土地利用用途

が画一的利用であり、特異的であると述べている。   
 また、土地利用が隔離していることから、臨海部

の居住環境の特質性に言及している。本章ではそれ

を踏まえたうえで、土地利用要素距離における土地

住宅地への土地利用要素 間距離により遠近性を把握することを目的とする。
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Fig.3-1 Distance from H_D and P_D (KOBE) 
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 Fig.4-1 Distance from H_D and Distance from L_U to L_U and L_U (KOBE) 
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Fig.4-2 Distance from H_D and Distance from L_U to L_U and L_U (OSAKA) 
 
 

Fig.3-2 Distance from H_D and P_D (OSAKA) 
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Fig.4-3 Distance from H_D and Distance from L_U to L_U and L_U (HANNAN) 
 
 

Fig.3-3 Distance from H_D and P_D (HANNAN) 
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Fig.4-4 Distance from H_D and Distance from L_U to L_U and L_U (KANKU) 
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Fig.5-1－Fig.5-3は、神戸エリアにおける、住宅地(一
般低層・密集低層・中高層)周辺域のメッシュ数と距
離の関係を示したものである。紙面の都合上、大阪

エリア、阪南エリア、関空エリアのグラフは割愛し

ている 
 エリア全域の住宅地周辺域のメッシュ数をみると、

各要素間距離が小さいほど数が多く、距離が長くな

るにつれメッシュ数は少なくなる。住宅地周辺域に 
は、道路用地のメッシュ数が突出しており、公共公

益施設用地、商業・業務用地の順で占有率が高い。 
・一般低層住宅地 

 一般低層住宅地周辺域では、住宅基点距離0-200m
に各要素の集中がみられ、道路用地の占有が高い。 
ュ数が多い。 
・密集低層住宅地 

 密集低層住宅地周辺域では、住宅基点距離による

各要素間距離に大きな差異はみられない。 

・中高層住宅地 

 中高層住宅地周辺域では、住宅基点距離0-600mの

範囲に各要素の集中がみられ、一般低層住宅地のメ

シュ数の占有が大きい。 
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Fig.5-1 Distance from L_U to L_U and L_U (KOBE) 
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Fig.5-2 Distance from L_U to L_U and L_U (KOBE) 
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 以上のことより、住宅地は他住宅地、道路用地、公
共公益施設用地、商業・業務用地の順で合性がよく、

接性が高い。 近
 
９.まとめ 
  本研究より得られた知見を以下にまとめる。 

(Ⅰ) 住宅地は臨港地区近傍ほど人口集客力が強まり、
臨港地区基点距離が長くなるほど人口が弱まる。 
(Ⅱ) 臨港地区基点距離によらず、密集低層住宅要素
と他住宅要素は近接性が低く、一般低層住宅地と他

住宅要素は近接性が高い。 
(Ⅲ) 住宅地は他住宅地、道路用地、公共公益施設用
、商業・業務用地の順で合性がよく近接性が高い。 地 

 以上、本稿では、社会諸活動の表出である土地利用
と、活性化潜在ポテンシャルの基礎的指標である夜

間人口より定住環境特性を行い、沿岸域での定住環

境特性を把握した。今後は、より一層の指標間の重

層的な分析を行い、定住環境確立メカニズムを把握

る必要がある。 す 
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Fig.5-3 Distance from L_U to L_U and L_U (KOBE) 
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